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JEM/SMILES軌道上での観測性能と初期運用結果

Observation performance and results of initial checkout of JEM/SMILES
in orbit
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超伝導サブミリ波リム放射サウンダ(SMILES)は、2009年9月にHTVに載せて打ち上げられ、国
際宇宙ステーション(ISS)日本実験棟「きぼう」の船外実験プラットフォームに取りつけられた
後、観測を継続している。SMILESは、地球大気からのサブミリ波放射をリム方向から観測する
ことにより、成層圏から中間圏にかけてのO3, HCl, ClO, HOCl, HO2, HNO3, CH3CN, BrOなどの濃
度を導出する。

SMILESのサブミリ波受信機は、2009年10月の運用開始後から順調に動作している。受信機の感
度を表す雑音温度は、軌道上の運用において340から380 Kと、打ち上げ前の予想よりもさらに
低雑音の値を示しており、同じ周波数帯で観測を行なっている米国のAura/MLSに比べ感度では
数倍以上の性能を得ている。観測数、あるいは稼働率のような点では、Aura/MLSなどに比べる
と、SMILESがISSに載っていることなどによる制約のため必ずしも高くはない。打ち上げ前か
らわかっていたことではあるが、ISSの太陽電池パドルによりSMILESの観測視野が遮られるこ
とや、ISSの姿勢変動を伴うイベント等により、大気の観測データの得られない場合が少なから
ずある。
リム観測を行なうSMILESでは、観測視線の接線高度を決めるために、姿勢を正確に求めること
は重要であるので、SMILESにはスターセンサを載せて姿勢を計測している。実際のISSの姿勢
がどのようなものであるか観測を始めるまで十分な情報がなかったために、SMILESの姿勢計測
のシステムは、残念ながら最適なものではないが、初期運用からの軌道上での測定値を解析し、
姿勢に関するデータ処理をある程度改善することを検討している。

本発表では、SMILESの姿勢に関する検討の他、軌道上でのSMILESサブミリ波受信機の安定性
や、受信強度等の較正について、初期運用から最近までの測定に基づきながら検討状況を報告
し、微量成分等の観測値に与えている影響を議論する。
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